
樹種 カラマツ大50上

適用林小班＼梱包種 コンテナ

新植植付 黒河内222り 10,530 10,530 1.5 1.33 0 3,000

合計 10,530 10,530

※広葉樹の植栽木は、赤テープ付ける等して表示すること。

特記仕様書

仕 様

列間
(m)

苗間
(m)

伐根周囲
（本）

黒河内国有林 森林環境保全整備事業 南信１

※補植作業の場合は、既往の植栽木のうち『枯損・著しい芯枯れ』等、将来にわたって成林の見込の
ない枯損木を抜き取りその位置に植える。ただし、その位置が植付に適さない場合は、枯損木を抜き
取らずに隣接する箇所に植えることとする。なお、抜き取った枯損木はその場に存置すること。

作 業 種

数 量

植付本数
本/ha

計



0.90m

・ 苗間 1.33m ・

列間 2列

・ ・

0.60m

 植付本数3000本/ha

黒河内国有林
222り林小班

※森林作業道への植栽は行わない

1.50m

置き幅
2.00m

植え幅
（刈幅） 3.00m

2.00m
置き幅

植付標準間隔図



坪刈

植 幅
(刈 幅)

置 幅
（ 残 し 幅 ）
○ m 以 内

植 幅
(刈 幅)

○m以上

置 幅
（ 残 し 幅 ）
○ m 以 内

刈幅（R）
= 伐根中心

新植地拵 黒河内222り 3.0 m 2.0 m

※刈幅（植幅）・置幅（残し幅）は水平距離表示であるので、傾斜角がある場合、実距離（斜距離）に換算した値とする。

 ※「全刈又は筋刈地拵（刈払）」もしくは「筋置地拵（枝条整理）」の仕様を適用する場合は、備考欄にその旨を記載する。

特記仕様書

備考

黒河内国有林 森林環境保全整備事業 南信１

作 業 種 林小班 筋 刈 又 は 筋 置全 刈

仕 様



１．防護柵資材設計数量

（１）金網（鉄杭支柱使用）

金網・上
（巻）

金網・下
（巻）

鉄線 ＃12
（kg）

支柱（金属）
（本）

アンカーピン
（金属）
（本）

作設延長
（m）

222り
48 48 60 500 1920 1200

計 1200

２．作設仕様
　別紙、作設図による。
　開口部（出入口）は4箇所（222り）程度とする。

３．その他

特記仕様書（防護柵作設・金網）

　特記仕様書で示された資材数量は作設図による標準的ものであることから、作設図により
作設しがたい箇所がある場合は、監督職員と協議のうえ実施すること。



１.ポスト施工時注意事項

アンカーは、ポスト間に4本打ち込み、網を地面に密着させる。
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⑤

ニ ホ ン ジ カ 防 護 柵 標 準 作 設 図 （ 鉄 杭 の み 使  用 す る 箇 所  ）

GL

ひねり止め

①
②

③

設置区域の外側

1.1m

支線

アンカー

0.5m

0.9m

（取り付け金具位置）

支柱間　2.5m

設置区域の内側

（鉄杭）

２.フェンス施工時注意事項
網の高さ2．0mとする　（2段重ね：上0．9m＋下1．1m・狭い目の網）

ポスト2.7ｍ

④

② 網は鉄杭を内側とする。鉄杭の場合は取付け金具を外側から固定する
上下の網をポスト間で4箇所以上ひねり止めにする。

①

（横断図・鉄杭）

入口設置箇所は監督員の指示によること。

支柱ポスト（鉄杭）の間隔は、２．５ｍとする。

③
④

ポスト取り付け金具（部品）は、ポスト1本に5箇所使用する。
ポストを埋める深さは、0．5mを目安とする。
ポストの間隔12.5ｍ毎と、曲がり角には針金で支線を張る。

アンカー



提出期限 備考

令和7年11月28日 完了届

令和7年11月28日 完了届

令和7年11月28日 完了届

注１： 作業が完了している場合は可能な限り纏めて部分完了届を提出すること。

注２： 契約内容の変更により事業期間が変更された場合は、変更後の事業期間末日までとす
る。

特記仕様書

　事業内訳書により個別で事業期間が指定されている作業について、下記期日までに監督職員
と調整の上部分完了届等を提出すること。

作業種

新植地拵

新植植付（秋）

防護柵


